
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
２

「
使
用
者
」
と
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
に
従
事
す
る
一
又
は
二
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
自
然
人
又
は
法
人
を

い
う
。

３

「
現
存
船
」
と
は
、
新
船
で
な
い
船
舶
を
い
う
。

４

「
新
船
」
と
は
、
次
の
船
舶
を
い
う
。

4.1

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
以
後
に
建
造
契
約
が
結
ば
れ
る
船
舶

4.2

建
造
契
約
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
の
後
六
箇
月
が
経
過
し
た
日
以
後
に
キ
ー
ル
が
据

え
付
け
ら
れ
る
船
舶
又
は
こ
れ
と
同
様
の
建
造
段
階
に
あ
る
船
舶

4.3

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
の
後
三
十
箇
月
が
経
過
し
た
日
以
後
に
引
渡
し
が
行
わ
れ
る
船
舶

５

「
装
置
、
設
備
又
は
材
料
の
新
た
な
設
置
」
と
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
の
後
、
装
置
、
設
備
又
は
断
熱

材
そ
の
他
の
材
料
を
船
舶
に
設
置
す
る
こ
と
を
い
う
。

６

「
立
入
り
安
全
区
域
」
と
は
、
次
の
全
て
の
基
準
を
満
た
す
区
域
を
い
う
。

6.1

空
気
中
の
酸
素
含
有
率
及
び
引
火
性
の
蒸
気
の
濃
度
が
安
全
な
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

6.2

空
気
中
の
毒
性
を
有
す
る
物
質
の
濃
度
が
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

6.3

指
示
に
従
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
空
気
の
状
態
に
お
い
て
、
資
格
の
あ
る
者
が
許
可
し
た
作
業
に
関
連
す
る
残

留
物
又
は
物
質
に
よ
り
、
毒
性
を
有
す
る
物
質
の
管
理
さ
れ
て
い
な
い
流
出
又
は
放
出
が
引
き
起
こ
さ
れ
ず
、
及

び
引
火
性
の
蒸
気
が
安
全
で
な
い
濃
度
と
な
ら
な
い
こ
と
。

７

「
熱
間
作
業
安
全
区
域
」
と
は
、
次
の
全
て
の
基
準
を
満
た
す
区
域
を
い
う
。

7.1

ア
ー
ク
溶
接
装
置
、
ガ
ス
溶
接
装
置
、
切
断
装
置
、燃
焼
装
置
そ
の
他
の
形
態
の
裸
火
の
使
用
及
び
加
熱
作
業
、

破
砕
作
業
又
は
火
花
を
発
生
さ
せ
る
作
業
の
た
め
、
安
全
な
非
爆
発
状
態
（
ガ
ス
が
存
在
し
な
い
状
態
を
含
む
。）

に
あ
る
こ
と
。

7.2

６
に
定
め
る
立
入
り
安
全
区
域
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

7.3

空
気
の
状
態
が
熱
間
作
業
の
結
果
と
し
て
変
化
し
な
い
こ
と
。

7.4

全
て
の
隣
接
す
る
区
域
が
、
火
災
の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
清
掃
さ
れ
、不
活
性
状
態
に
保
た
れ
、

又
は
十
分
に
処
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
章

船
舶
に
対
す
る
要
件

Ａ
部

船
舶
の
設
計
、
建
造
、
運
航
及
び
維
持

第
四
規
則

船
舶
の
有
害
物
質
の
規
制

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
付
録
一
の
規
定
に
従
っ
て
次
の
こ
と
を
行
う
も
の
と
し
、
次
の
1.1
及
び
1.2
に
規
定
す
る
船

舶
が
付
録
一
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
効
果
的
な
措
置
を
と
る
。

1.1

自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
又
は
自
国
の
権
限
の
下
で
運
航
し
て
い
る
船
舶
に
お
い
て
、
付
録
一
に
掲
げ
る
有
害

物
質
を
含
ん
で
い
る
装
置
、
設
備
又
は
材
料
の
設
置
及
び
使
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

1.2

船
舶
が
自
国
の
港
、
造
船
所
、
船
舶
の
修
繕
の
た
め
の
場
所
又
は
沖
合
の
係
留
施
設
に
あ
る
間
、
当
該
船
舶
に

お
い
て
、
付
録
一
に
掲
げ
る
有
害
物
質
を
含
ん
で
い
る
装
置
、
設
備
又
は
材
料
の
設
置
及
び
使
用
を
禁
止
し
、
又

は
制
限
す
る
こ
と
。

第
五
規
則

有
害
物
質
の
目
録

１

新
船
に
は
、
有
害
物
質
の
目
録
を
備
え
る
。
こ
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
主
管
庁
又
は
主
管
庁
か
ら
権
限
を
与
え
ら

れ
た
者
若
し
く
は
団
体
が
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
（
当
該
指
針
に
記
載
さ
れ
て
い
る
閾い

き

値
及
び
免
除
を
含
む
。）を

考
慮
し
て
確
認
す
る
。
有
害
物
質
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
船
舶
ご
と
に
作
成
す
る
も
の
と
し
、
少
な
く
と
も
次
の
要

件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

1.1

第
一
部
と
し
て
、
こ
の
条
約
の
付
録
一
及
び
付
録
二
に
掲
げ
る
有
害
物
質
で
あ
っ
て
、
船
舶
の
構
造
又
は
設
備

に
含
ま
れ
る
も
の
並
び
に
そ
の
場
所
及
び
概
量
を
明
示
す
る
こ
と
。

1.2

船
舶
が
第
四
規
則
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

２

現
存
船
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
後
五
年
以
内
に
、
又
は
そ
れ
よ
り
も
当
該
現
存
船
の
船
舶
の
再
資
源
化
施

設
へ
の
搬
入
が
早
い
場
合
に
は
そ
の
搬
入
の
前
に
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
並
び
に
検
査
及
び
証
明
の
調
和
の
た
め

の
制
度
を
考
慮
し
て
、
実
行
可
能
な
限
り
、
１
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。
少
な
く
と
も
付
録
一
に
掲
げ
る

有
害
物
質
に
つ
い
て
は
、
有
害
物
質
の
目
録
を
作
成
す
る
時
に
明
示
す
る
。
現
存
船
に
つ
い
て
は
、
機
関
が
作
成
す

る
指
針
を
考
慮
し
て
、
有
害
物
質
の
目
録
を
作
成
す
る
た
め
の
目
視
に
よ
る
検
査
又
は
試
料
採
取
に
よ
る
検
査
に
つ

い
て
定
め
る
計
画
を
作
成
す
る
。

３

有
害
物
質
の
目
録
第
一
部
に
つ
い
て
は
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
つ
つ
、
付
録
二
に
掲
げ
る
有
害
物
質

を
含
ん
で
い
る
装
置
、
設
備
又
は
材
料
の
新
た
な
設
置
並
び
に
船
舶
の
構
造
及
び
設
備
の
関
連
す
る
変
更
を
反
映
し

て
、
船
舶
の
運
航
上
の
耐
用
年
数
の
期
間
を
通
じ
て
適
切
に
保
持
し
、
及
び
更
新
す
る
。

４

再
資
源
化
に
先
立
ち
、
有
害
物
質
の
目
録
に
は
、
適
切
に
保
持
さ
れ
、
及
び
更
新
さ
れ
る
第
一
部
に
加
え
、
運
航

に
よ
り
生
ず
る
廃
棄
物
に
関
す
る
第
二
部
及
び
船
用
品
に
関
す
る
第
三
部
を
含
め
る
も
の
と
し
、
主
管
庁
又
は
主
管

庁
か
ら
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者
若
し
く
は
団
体
は
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、当
該
目
録
を
確
認
す
る
。

第
六
規
則

付
録
一
及
び
付
録
二
の
改
正
を
提
案
す
る
た
め
の
手
続

１

締
約
国
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
付
録
一
又
は
付
録
二
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
改
正

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
２
及
び
こ
の
規
則
の
規
定
に
従
い
、
機
関
に
お
い
て
検
討
す
る
。

２

機
関
は
、
提
案
を
受
領
し
た
場
合
に
は
、
当
該
提
案
に
つ
き
、
国
際
連
合
及
び
そ
の
専
門
機
関
、
機
関
と
取
極
を

締
結
し
て
い
る
政
府
間
機
関
並
び
に
機
関
と
協
議
す
る
地
位
に
あ
る
非
政
府
機
関
に
通
報
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら

の
機
関
が
当
該
提
案
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

８

「
船
舶
所
有
者
」
と
は
、
船
舶
の
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者
若
し
く
は
会
社
又
は
、
登
録
が
な
い
場
合

に
は
、
船
舶
を
所
有
す
る
者
若
し
く
は
会
社
若
し
く
は
他
の
団
体
若
し
く
は
者
（
管
理
者
、
裸
傭よ
う

船
者
等
）
で
あ
っ

て
、
船
舶
の
所
有
者
か
ら
当
該
船
舶
の
運
航
に
係
る
責
任
を
引
き
受
け
た
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
国
が
所
有
す
る

船
舶
で
あ
っ
て
、
当
該
国
に
お
い
て
当
該
船
舶
の
運
航
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
会
社
が
運
航
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、「
所
有
者
」
と
は
、
当
該
会
社
を
い
う
。「
船
舶
所
有
者
」
に
は
、
船
舶
を
売
却
す
る
ま
で
又
は
船
舶
の
再
資
源

化
施
設
に
引
き
渡
す
ま
で
の
一
定
の
期
間
、
当
該
船
舶
の
所
有
権
を
有
す
る
者
を
含
む
。

９

「
実
地
検
査
」
と
は
、
確
認
さ
れ
た
文
書
に
記
載
さ
れ
た
状
態
を
確
認
す
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
の
検
査
を
い

う
。

10

「
完
了
報
告
書
」
と
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
が
こ
の
条
約
に
従
っ
て
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
報
告
書
で
あ
っ

て
、
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
が
発
出
す
る
も
の
を
い
う
。

11

「
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
附
属
書
Ⅰ
に
定
義
す

る
油
タ
ン
カ
ー
及
び
同
条
約
附
属
書
Ⅱ
に
定
義
す
る
Ｎ
Ｌ
Ｓ
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。

12

「
労
働
者
」
と
は
、
雇
用
関
係
に
お
い
て
定
期
的
又
は
一
時
的
に
労
働
を
行
う
者（
契
約
職
員
を
含
む
。）を
い
う
。

第
二
規
則

一
般
的
な
適
用

別
段
の
明
示
の
定
め
が
な
い
限
り
、
船
舶
の
設
計
、
建
造
、
検
査
、
証
明
、
運
航
及
び
再
資
源
化
は
、
こ
の
附
属
書

の
規
定
に
従
っ
て
行
う
。

第
三
規
則

他
の
基
準
、
勧
告
及
び
指
針
と
の
関
係

締
約
国
は
、
国
際
労
働
機
関
が
作
成
す
る
適
用
可
能
な
関
連
す
る
基
準
、
勧
告
及
び
指
針
並
び
に
有
害
廃
棄
物
の
国

境
を
越
え
る
移
動
及
び
そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
の
下
で
作
成
さ
れ
る
適
用
可
能
な
関
連
す
る
技
術

上
の
基
準
、
勧
告
及
び
指
針
を
考
慮
し
て
、こ
の
附
属
書
に
定
め
る
規
則
上
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。
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